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六
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産
業
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長



雲
中
申
の
串
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
二
予
紛
接
種
に
長
ノ
て
妨
げ
ま
す
か
ち
励
一
か
な
り
立
議
さ
れ
る
と
一
思
わ
れ
ま
す
。
一

金
患
者
が
観A日
L
軽
療
で
あ
っ
た
こ
と
一
行
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
一
そ
の
他
日
本
脳
炎
等
年
間
を
通
じ
主
そ
一

と
季
節
約
に
流
行
務
官
づ
れ
て
い
た

ζ

一
混
チ
ブ
ス
は
予
防
接
種
が
徹
底
し
た
一
の
将
繍
毎
に
伝
染
病
は
流
行
し
て
お
り
一

命
主
人
よ
っ
て
転
源
も
問
中
く

τ
み
ま
し
た
一
結
果
か
患
者
ば
少
く
な
り
ま
し
た

o

予
一
ま
す
か
ら
皆
様
の
健
康
に
留
意
さ
れ
一

一
一
若
し

ζ

れ
が
最
流
日
付
期
で
あ
り
ま
し
た
一
皆
様
種
と
い
う

ζ

と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
一
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
(
街
地
』
誹
)
一

-
・
嶋
一
ち
幼
犯
が
多
か
っ
た
の
で
需
の
わ
宅
一
昭
和
二
十
九
年
法
定
伝
染
病
室
状
況
一
室
の
警
よ
る
国
民
た
す
け
あ
一
動
の
結
審
警
官
申
し
上
げ
御
礼
の

幅
木
市
弔
意L
示
し
た
昭
和
一
一
十
九
一
と
そ
の
予
防
の
高
と
し
て
手
抗
運
動
一
震
の
保
護
者
よ
り
曜
の
霊
平
一
れ
も
あ
り
霊
乙
喜
忍
い
う
か
ベ
ま
一

l
i
l
i
-
-
i
l
i
t
i
-
-
i
i
i
r

一
い
精
神
の
表
わ
れ
と
し
で
実
施
さ
れ
ま
一
差
益
ぇ
、
あ
わ
せ
て
霊
童
動

日
一
年
京
義
に
つ
い
て
豊
田
し
す

3
1
5
2
T

一z
i
z
i

一25
i
f

す
に
ほ
渇
亘
書
馬
問
院
一
一
主
、
昭
和
ニ
十
九
年
室
開
喜
一
島
幸
福
い
い
た
与
。

ど
り
話
料
開
問
一
日

H
U
M
-
-
H
5一
訪
れ
一
A
H
Uい
ま
す
が
喜
一
一
円
何
回
目
即
時
門
一
一
;
綴
て
一
一
一
一
一
、

0
0
0円

月
一
綴
い
き
。
一
い
ろ
い
ろ
の
審
査
ま
し
で
も
ど
署
長
、
関
係
賞
者
一
く
る
需
に
は
特
効
薬
も
あ
り
ま
せ
九
一
一
同
ー
引
ヨ
コ
ゴ

4
詞
寸
ヰ
可
計
一
一
ム
募
金
額
九
一
二
五
九
六
月
七
凶
銭

と
に
臨
時
見
詰
山
内
一
持
抗
日
向
町
十
日
時
一
軒
町
内
九
時
間
諮
問
十
日
一
日
軒
下
を
日
目
詰
計
一
一

t
h
i

ヰ
寸1
1
4
1ヰ
引
一
寸
一
一
時
〈
八

O
ぷ
ハ
九
%

e

一
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
一
年
申
書
じ
一
品
防
害
時
金
刀
ま
げ
て
一
思
書
下
し
て
民
較
的
軍
事
隔
離
装
し
ず
は
掛
ん
ど
一
不
幸
の
民
主
て
お
り
ま
一
一
副
利
引
ゴ
計
司
ぺ
計
斗
万
引
再

j

一
一
戸
別
戸
海
九O限
二
五
一
得

日
一
て
発
生
金
お

2

す
恒
久
性
の
吾
妻
島
、
患
者
の
一
護
軍
、
そ
の
義
一
検
侵
害
っ
た
と
え
、
一
一
一
名
よ
り
赤
一
寸
。
一
一
則
む
五
ゴ
ゴ
ゴ
コ
引
寸
「
一
ボ
ユ
一
街
頭
声
単
一
一
一
、
七
限
六
円
一
一
周
銭

9
2

日
記
長
日
早
川
昨
日
ト
持
一
盟
諸
問
時
耳
目
立
話
一
閉
山

H
日
目
凶
件
目
一
民
営
川
河
川
間
五O
J
言
た
すi
2
2
2
2
毒
事
足

J
最
重
は
な
ん
と
い
っ
て
も
盛
夏
の
六
一
て
は
議
の
流
行
事

2
3

引
続
き
閥
均
室
長
主
ぃ
、
一
言
行
し
て
お
り
ま
す
よ
フ
一

T
i
hド
し
い
区
峠
日
比
阿
再
結
巳
一
特
殊
パ
ッ
チ
募
金
三
二
八

O

円
十
震
の
皆
様
の
欝
な
響
力
に
よ
っ
す
す
。

一
月
、
七
月
、
八
月
か
最
暑
の
九
月
で
し
で
織
の
駆
除
、
手
法
の
号
、
飲
食
一
そ
の
き
宮
よ
り
一
塁
の
鐙
喜
一
ヤ
導
要
霊
に
よ
っ
て
語

E
A
l
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
-

一
合
計
九
二
一
、
五
九
六
月
七
四
銭
て
望
い
楽
し
い
御
霊
長

7え
ら
一
一
、
書
留

一
り
ま
す
。
乙
の
予
防
と
し
で
は
先
づ
一
理
学
主
義
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
を
発
見
、
更
に
自
の
第
ニ
姐
検
使
と
一
学
費
蓄
及
び
小
護
卒
業
前
に
は
一
一
平
塚
市
共
同
募
金
支
き
豆
、
一
品
持
容
量
の
受
給
脅
か
一
十
一
月
一
一
十
音

l
十
一
一
月
音

飲
食
物
に
警
耳
、
季
節
つ

ζ
ι一7レ
r

に
よ
っ
て
周
知
す
る
よ
う
い
一
そ
の
家
族
の
震
の
結
果
一

O
四
名
の
一
必
ず
接
穣
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
一
争
の
縄
問
染
病
に
つ
い
て
一

i
l
-
l
i
l
i
-
-
i
rり
御
礼
申
し
上
げ
、
瓦
つ
持
霊
ひ
一
、
部
分
富

一
望
退
治
す
る

E

な
ど
で
あ
り
ま
し
一
た
し
ま
し
た
。
一
中
古
一
九
名
の
保
事
露
見
し
た
一
す
か
ら
霊
き
れ
も
局
行
す
る
よ
う
一
一
う
予
防
注
射
は
め
り
主
主
外
か
ら
一
綴
知
事
表
彰
の
一

5
4

い
o
S
E

ど
も
銀
行
」
の
五
分
議
事
懇
高
し
上
げ
ま
す
一
十
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
↓
一
一
月
ニ
十
五

一
て
、
議
長
言
語
が
あ
り
ま
せ
一
幸
に
し
で
震
の
皆
様
め
選
管
一
議
で
あ
り
ま
す

o

そ
白
書
翠
に
し
で
下
さ
い
。
一
各
の
伝
染
病
に
は
一
帰
え
っ

f
F
i
f
z

一
一

E

健
全
な
る
発
遼
議
す
る
た
め
玄
に
、
み
誌
社
会
福
祉
事
業
に
鶴
一
日

時
民
ん
定
一
人
一
人
の
豊
富
歩
主
一
響
力
に
よ
り
ま
し
て
霊
の
流
量
一
一
七
名
、
一
般
家
庭
一
五
五
り
長
一
宮
咳
も
事
撃
の
疾
病
で
乙
れ
も
子
一
ジ
ブ
テ
リ
ャ
、
滋
紅
建
一
日
目
撃
が
一
、
こ
こ
ま

E
3
4

一
江
陽
中
学
校
一
言
葉
下
の
優
良
「
乙
ど
も
銀
行
」
一
一

一
本
市
伝
言
し
て
も
春
曹
の
大
掃
一
な
く
散
重
度
に
食
い
止
め
得
た
こ
と
一
々
発
見

5
2
3
0

一
乙
の
病
気
の
恐
ろ
し
さ
昆
に
皆
様
も
警

5
4

お
り
ま
す
。
ζ
l一
蓄
え
支
浪
右
に
連
れ
て
行
一

T
Z

寝
室
徒
が
自
底
的
一
る
十
一
一
月
二
十
三
日
県
庁
県
議
会
議
場
官

1
H

叶
門
司
間
叶
同
リ
げ
は
』

す
底
的
経
ぃ
、
?
は

D

一
誌
に
密
書
い
た
り
と
霊
長
一
塁
お
い
て
次
の
数
と
な
り
ま
た
一
患
の

2

と
患
い
ま
す
。
乙
れ
も
一

i
g

そ
2
1

一
部
幹
軒
叫
が
長
E
Pい
る
「ζ
と
も
警
は
一
で
行
わ
れ
色
た
蓄
を
お
い
て
、
一
一
は
伊
川
一
戸
市
川
崎
市
一
い
い
浅
日

L

一
一
一
一
一
説
明
一
一
申
告
話
王
需
品
ヂ
一
一
…
…
…
一
時
岳
山
一
一
出
品
一
顕
誠
一
許
一
一
一
事
長
一

U
j
比
較
帰
一

一
昼
間
眼
科
医
七
割
引
臨
時
間
一
一
見

i

斗

4
4
4
4一
世
間
日
耳
目
当
日
紅
白
日
経
堅
持
品
訪
日
告
唯
一
古
山
市
刊
門
的
評
ド
壮
一

一i

霊
長
会
い
相
当
一

F
Z
E
-
-
寸
寸
討
「
寸
J
J
J
ι
一
ち
の
病
気
は
予
防
接
種
童
話
義
一
免
疫
を

i
E

ぃ
。
一
動
の
内
容
に
直
ば
直
一
一
口i
山
花
一
除
五
円
け
円
一

一
語
以
前
詰
沼
市
立
は
日
可
出
口
村
料
相
一
E
H

日
一
方
控
訴
刊
訂
一
へ
(
(
響
額
一
年

ι
出
詐
保
孔

~
I
U
れ
れ

u
u
u
u
l
l

一
射
を
し
で
頂
点

i

っ
。
ノ
一
三
議
壁
一
欄

Z

鹸
九
九
七
僚
に
含
ん
で
い
ま
す

一
一
臨
書
館
の
解
案
内
一
関
覧
一
命
警
護
語
気
に
か
か
っ
た
一
か
ぜ
一γ
て
魁
点
献
況

一
日
目

μ
い
岡
科
目
無
料
一
言
語
咳
の
譲
に
よ
っ
て
義
一
:
;
一
一
同
智
頭
門
丹
げ
叫
は
同
国
け
内
庁

一O図
書
単
語
学
校
の
構
内
一
、
主
婦
と
主
苫
、
買
う
喜
一
い
た
年
。
容
な
か
な
か
雪
一
私
達
が
さ
む
気
が
し
て
く
午
み
が
一
一
柏
崎
陣
崎
臨
時
院
内
滝
団
体
協
芳
一

一
に
あ
り
ま
す
。
下
、
書
ケ
ン
ぐ
ト
ル

i
ス
一
日
開
府
内
長
江
守
一
サ
日
河
川
て
い
か
草
ひ
い
た
一
一
施
設
一
三
塁
潟
物
品
一
入
一
一
点
一
等
蹴
一

一Q図
書
室
長
を
な
る
喜
一
ト

I
1
5

文
学
解
釈
長
一
に
は
ま
お
り
ま
告
す
か
ら
あ

F
i
i
i

一
一
副
司

1

」
日
つ

i

一

五
、
信
伎
す
る
市
町
村
役
場
か
白
川
ム
居
住
一
賞
、
小
説
語
、
新
潟
政
界
ジ
!
ブ
一
主
を

i
、
一
一

f
i
れ
i
ト
ド
ド
トγ
i
l
i
-
-
i
L十
ι
れ
わ
γ
i
i
i
L

一
一
一
ぬ
う
ち
に
戸
ふ
し
よ
う
。
一
乙
じ
ら
せ
た
」
な
ど
と
口
に
し
な
が
町
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
j
i
-
-
i
i
i
i
i
i
j
i
B

一
語
審
客
受
け
、

ζ

れ
童
謡
館
へ
御
一
、
ア
サ
ヒ
グ
ラ

7

、
露
戦
時
、
サ
ン
一
も
し
万
一
望
つ
よ
場
合

-
4
の
ひ
一
こ
々
か
症
と
霊
こ
し
て
、
る
人
一
て
特
殊
寄
撚
金

一
持
参
下
さ
い
。
館
で
は
と
れ
と
引
替
え
ず

i
昔
、
日
本
混
戦
、
替
の
友
、
一
ナ
i

一f

力
、
リ

l
ー
一

一
一
と
い
う
ち
は
な
る
べ
く
外
へ
出
さ
な
い
一
が
多
い
よ
う
で
す
が
力
せ
は
長
年
寄
一
一
、
金
受
万
円
也
寄
附
者
大
賞
憐
治
氏

に
、
一
年
響
詩
図
書
室
事
諸
冨
手
ン
、
富
鼻
、
山
と
春
、
一

4
つ
に
し
て
近
所
の
話
完
に
は
染
一
や
赤
ち
ゃ
ん
に
は
大
敵
で
す

ο
乙
れ
が
一
一
、
金
一
宣
言
也
容
術
者
岩
田
弘
滋
君

行
い
た
し
ま
す
。
但
し
銭
外
貨
出
し
は
一
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
、
隠
碁
の
友
、
実
業
の
一
ー
一
一
ハ
小
学
生
〉

一
一
さ
せ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
も
李
偽
の
告
併
症
を
起
し
て
大
ざ
わ
一

平
塚
市
に
間
住
、
も
し
く
は
通
勤
通
学
一
日
末
、
ォ

i

ル
生
活
、
ジ
ユ
リ
ス
ト
、
一
一
一
こ
由
お
金
は
生
活
保
護
法
の
被
保
護
者
中
、
無
枚
入
世
帯

一
一

-
F泊r
-
T
5
:
3
7
J
P
D

く
あ
)
ま
せ
ん
。
一

し
て
い
る
十
六
才
以
上
の
方
、
と
な
っ
一
自
由
国
民
、
同
然
、
ラ
イ
ブ
、
無
線
と
一

l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

ド
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
一
の
七
九
投
幣
へ
一
世
帯
当
ち
一
六

O
同
づ
っ
際
分
い
た
し

五
円
ま
す
。
乙
の
常
言
語
一
実
験
、
雲
、
馨
し
害
時
五
襲
警
の
皆
さ
ん
一
五
さ
れ
る

Z

な
り
ま
し
た
と
ま
し
た

i
l
l
-
i
i
L
河
岡
管

六
百
名
手
。
一
章
、
少
女
ク
ラ
ブ
、
少
年

Z

フ
ブ
、
←
ラ
デ
オ
の
受
昔
日
…
で
一
で
、
署
警
局
に
慰
霊
童
喜
一
部
一
物
扱
い
に
さ
詩
人
れ
か
警
の
事
一
章
受
話
で
す
。
宮
路
は
揮
さ

O

貸
出
文
言
、
丈
以
上
の
市
内
の
一
塁
室
、
翌
年
、
漫

E

一
ィ
ヵ
の
う
え
詰
暴
行
、
所
署
長
眠
っ
て
い
る

E

て
し
よ
う
。
一
の
た
め
活
動
高
く
そ
の
ま
な
い

あ
内
ゆ
る
援
に
貸
出
し
ま
す
。
E

一
、
宮
ブ
ッ
ク
一
減
免
々
己
れ
ま
す
一
に
よ
り

N沼K
星
放
露
(
横
浜
市
一
体
構
量
認
に
定
み
ん
な
宛
一
の
で
聖
に
退
治
す
る

E
が
で
き
ま

責
任
者
ニ
霊
前
記
主
宰
ナ
続
き
が
M

一O
一
塁
毎
日
午
前
八
時
半
よ
り
午
後
一

ζ

の
ほ
ど
日
本
放
送
協
会
の
受
信
潤
一
申
区
尾
上
町
大
和
銀
灯
属
工
苦
し
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
主
っ
か
。
宛
ん
一
す

o

継
た
た
き
や
ふ
ん
霧
器
の
偉
力
安

要
で
すο

期
間
は
一
切
手
月
。
主
将
一
震
基
準
が
霊
式
、
思
襲
に
よ
一
平
氏
。
だ
も
の
も
た
く
え
あ
り
ま
す
が
、
史
霊
す
る
の
は
亙
よ
り
も

Y
2

で

信
号
自
由
閲
覧
雑
誌
ぷ
害
、
月
響
、
震
官
る
悪
感
給
の
受
給
者
、
及
び
戦
傷
病
一
宮
警
は
平
塚
市
福
往
還
さ
い
場
所
予
静
か
に
奪
待
っ
て
い
る
綿
一
す
。
今
年
の
織
と
り
は
主
易
的
て

文
芸
春
秋
、
中
央
議
、
改
造
、
葉
一

O
蔵
書
数
六
、
八
二
一
持
者
戦
没
者
選
襲
警
に
よ
る
障
重
一
審
し
で
あ
り
ま
す
。
生
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ζ
う
し
て
冬
一
下
手
。

、
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、
弁
論
一
〔
昭
和
一
一
一
十
年
一
弓
一
同
現
在
)
一
金
の
受
給
者
に
対
し
、
家
信
料
の
単
緩
一
路
し
た
織
が
五
月
頃
か
ら
恐
ろ
し
い

( 2 ) 

の

~ 4 ，0 号

e火
災
の
お
こ
暗
唱
す
い
季
節
て
す

夫
の
も
乏
に
気
軒
つ
け
ま
し
ょ
う

の
輪
開
韓

鱗

言主


